
（1）　 第 102 号 柏中・柏高同窓会紙「怒涛」 2023年3月10日

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の

　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。

■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。

■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1

　　　新潟県立柏崎高等学校

　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257－35－7838

③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp

④ 電　話 090－5217－8346

連絡先

事務局より 2023（令和５）年度　総会のご案内
本　　 部 東京柏会 関西柏会 新潟柏会

日　時
８月５日（土）
14:30 ～記念文化講演会
16:45 ～総会・懇親会

７月８日（土）
14:00 ～ 16:00（13:30開場）
講演：元丸紅理事 熊木毅氏（高28）

１０月２８日（土）
14:00 ～ 18:00
講演会・講師：＜未定＞

７月１日（土）
15:00 ～ 18:00
講演会：「身近な山歩き」（仮）
講師：佐藤れい子氏（高22）

会　場
柏崎市産業文化会館
柏崎市駅前2－2－45

日本倶楽部
東京都千代田区丸の内3－1－1
国際ビル８階

＜未定＞
万代シルバーホテル
新潟市中央区万代1－3－30

会　費 ＜未定＞（事前に会員券を販売）
学生：1,000円／新会員：無料

一般：1,000円
学生：無料

一般：5,000円
学生：無料

一般：5,000円
学生：1,000円

事務局
連絡先

村田孝夫（高16）
TEL 090－5217－8346

流矢大士（高32）
TEL 03－5474－0725

山﨑　学（高37）
TEL 075－724－3386

斎川英子（高21）
TEL 090－4055－1041

高75回卒業期幹事
◎  入 澤 　 快 斗
○  金 子 　 侑 紗

荒 尾 　 佳 吾
小 笠 原 優 々
加 納 　 亜 美
川 端 　 皓 斗
齋 藤 　 　 楓
髙 橋 　 健 也
髙 橋 ま ど か
中 澤 　 隆 也

（㊟ ◎代表、○副代表）
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上
げ
ま
す
。

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
会
長

〒945
-0842
土

田

新

吾
（
高
16
）

柏
崎
市
米
山
台
五―

十―

十
二

電
話 （
〇
二
五
七
）二
四―

七
二
二
一

公
認
会
計
士〒945

-0064

坪

田

秀

雄
（
高
20
）

柏
崎
市
中
央
町
四
番
四
号

電
話
　
二
二―

六
一
一
五

㈳
外
国
人
材
支
援
機
構
理
事
長

日
本
化
薬
取
締
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

主
　
宰

今

井

　暁

　歩
（
高
23
）

柏
崎
市
穂
波
町
六
番
十
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
五
七―

二
三―

九
一
五
〇

暁
歩
書
道
会（

本
名
　
貴
志
男
）

稲

田

医

院

稲

田

勢

介
（
高
26
）

柏
崎
市
春
日
一―

六―

二
十
三―

十

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
三
二
）
〇
七
七
七

株
式
会
社
サ
イ
カ
ワ

西
川
正
男

代
表
取
締
役
社
長

（
高
27
）

柏
崎
市
大
字
安
田
田
尻
工
業
団
地
７
５
８
６

高

木

医

院

高

木

秋

夫
（
高
27
）

勝

井

丈

美
（
高
23
）

柏
崎
市
西
本
町
二
丁
目
八―

十
七

柏
崎
司
法
書
士
会
々
員

（
高
14
）

伊
　
　
藤
　
　
誉
士
勝

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

22―

二
〇
六
三

（
高
17
）

田

辺

信

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

23―

七
九
四
九

（
高
25
）

宮
　
　
田
　
　
知
津
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

24―

五
五
二
二

（
高
45
）

井

比

俊

雅

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

32―

〇
五
五
四

（
高
30
）

江

口

　

　

淳

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

20―

〇
四
二
八

（
高
47
）

柿

崎

啓

子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

24―

四
五
〇
一

（
高
49
）

伊

藤

勝

史

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

22―

二
〇
六
三

高 75 回卒業生の皆さん
ご　卒　業

おめでとうございます

　

情
報
化
社
会
の
進
展
が
著

し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
さ

ら
に
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
実
感
出
来
る
。
何
事
に
も

功
罪
は
あ
る
が
時
の
流
れ
は

止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
社
会
全
体
が
高
度
情
報

化
社
会
へ
と
激
走
し
て
い

る
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
こ
そ

の
現
象
な
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
幾
多
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
予

想
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実

に
あ
る
。
人
の
生
涯
に
お
け

る
他
人
と
の
出
会
い
は
意
外

と
少
な
い
そ
う
だ
。
同
窓
で

あ
る
こ
と
は
、
さ
さ
や
か
な

が
ら
も
大
切
な
縁
だ
。
縁

あ
っ
て
の
同
窓
会
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
年

は
同
窓
会
再
活
性
化
の
第
一

歩
の
年
と
し
た
い
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
ら
し
い
時
代
へ
の
第
一
歩
で

す
ね
。
志
望
校
に
進
学
さ
れ

だ
。
そ
の
中
で
も
最
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
人
と

人
と
の
直
接
対
話
や
接
触
の

機
会
の
減
少
が
も
た
ら
す
希

薄
な
社
会
の
出
現
だ
。
我
々

の
こ
と
を
人
間
と
い
う
の
は

我
々
が
人
と
人
と
が
か
か
わ

り
あ
っ
て
人
と
し
て
成
り
た

つ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
地
縁
・
血
縁
の
良
し
悪

し
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
肯
定
面
が
あ
ら
た

め
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
状
況

る
方
、
希
望
の
職
業
に
つ
か

れ
る
方
、
そ
し
て
再
度
挑
戦

さ
れ
る
方
、
ど
ん
な
第
一
歩
を

歩
み
は
じ
め
よ
う
と
自
立
の

第
一
歩
の
年
で
す
。
我
身
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
諸

君
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
す
。

い
づ
れ
に
せ
よ
粘
り
強
く
意

志
を
貫
き
理
想
の
人
生
の
実

現
に
向
け
て
精
進
さ
れ
ま
す

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
同

窓
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諸
君
を
我
友
と
し
て

大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
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柏
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の
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は
二
十
二
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二
一

〇
〇
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も
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活
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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〇
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ボ
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ロ
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ス
ト
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生
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エ

ネ
ル
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ー
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能
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で
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の
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の
核

い
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。
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、
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ん
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五
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は
Ａ
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人
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能
）
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が
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的
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を
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過
去
五
〇
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り
返

り
ま
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て
も
予
想
も
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か
な
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大
き
な
変
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が
あ
り
ま
し

た
。
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八
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そ
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遭
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。
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の
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ま
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マ
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純
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技

能
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地
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。
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デ
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も
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を
変
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デ
ジ
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そ
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で
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と
の
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争
に
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ち
向
か
っ
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い
く
た
め
の
課
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。
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、
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ら
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課
題
解
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す
る
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体
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と
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、
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命
感
と
危
機

意
識
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
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や
独
創
的
発
想
で
活

躍
さ
れ
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い
く
こ
と
を
期
待

し
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い
ま
す
。
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こ
の
度
第
75
回
卒
業
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幹

事
代
表
に
選
ば
れ
た
入
澤
で

す
。
伝
統
あ
る
会
の
幹
事
に

選
出
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は

非
常
に
光
栄
で
す
。

　

さ
て
、
短
い
高
校
生
活
が

終
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

で
の
新
た
な
挑
戦
に
挑
ん
で

い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
思

い
ま
す
。
私
は
春
か
ら
公
務

員
と
し
て
働
く
者
と
し
て
現

在
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い

る
最
中
で
す
。
卒
業
生
の
皆

さ
ん
も
柏
崎
高
校
で
学
ん

だ
こ
と
、
思
い
出
等
々
得
た

も
の
は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
糧
に
夢
が
実

現
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
高
校
生
活
の
様
子

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
中
で

す
が
、
私
は
柏
崎
高
校
に
感

謝
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
は
部
活
動
で
す
。
私

は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

た
め
に
演
劇
部
と
山
岳
部
に

所
属
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の

経
験
は
新
鮮
で
多
く
の
感
動

と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
演

劇
も
山
岳
も
柏
高
の
部
員
、

仲
間
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
多
く

の
成
功
を
収
め
ら
れ
た
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
先
生
で
す
。

私
た
ち
は
日
常
で
助
け
合
っ

て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
は
皆

さ
ん
承
知
だ
と
思
い
ま
す
が

や
は
り
高
校
生
活
で
は
先
生

の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。
特
に
三
年
生
の

最
後
の
一
年
と
本
番
直
前
は

強
く
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

　

で
は
同
窓
会
で
ま
た
会
え

る
よ
う
健
康
に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

高
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幹
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表
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　７月に予定していた、韓国姉妹校新道林高校生徒の本校への訪問による
日韓研究交流会１は、中止となりましたが、３年ぶりに（令和元年度実施
以来）、新道林高校を訪問して科学研究交流会を行うことができました。
12月22日（木）から24日（土）にかけての２泊３日の行程。
　新道林高校での交流会では、英語で事前に準備してきた研究や紹介をパ
ワーポイントで説明しました。発表テーマは、「柏崎市と柏崎高校の紹介」、
「『思いやり』の宝庫　柏崎の海」と「紫
外線をカットしやすい素材の特徴」の
３つでした。
　新道林高校との英語による研究交流
は、参加生徒にとって貴重な経験にな
りました。また、歓迎会や給食を提供
いただけるなど、手厚い待遇もいただ
きました。今後も新道林高校とのこう
した訪問による交流は是非続けていき
たいものです。
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〇 東京柏会　会長　矢代　隆義（高20）

（事務局）　〒107-0052　東京都港区赤坂4-9-19 赤坂ＴＯビル７Ｆ
　　　　　平山・流矢・白井法律事務所内
　　　　　流矢大士（高32）tel.03-5474-0725/fax 03-5474-0726

〇 関西柏会　会長　中山　　眞（高20）

（事務局）　〒606-0001　京都市左京区岩倉大鷲町21-5
　　　　　山崎　学（高37）tel.075-724-3386

〇 新潟柏会　会長　山田　　修（高17）

（事務局）　〒951-8065　新潟市中央区東堀通13-3013
　　　　　斎川英子（高21）tel./fax 025-228-8826
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ツアーⅠ（�１年生�25名参加）ＮＩＭＳ・国土地理院・農研機構・ＪＩＣ
Ａ・森林総合研究所

ツアーⅡ（�２年生�28名参加）つくばエキスポセンター・防災科学技術研
究所・国際農林水産業センター

を訪問しました。科学研究施設における巨大な設備や最先端の技術を見
学し、将来学びたい分野への興味・関心を深めました。国際分野に興味
を持つ生徒も多く、ＪＩＣＡ筑波での海外協力の体験談聴講や世界のあ
り方に目を向ける演習、派遣者が持ち帰った世界各地の民族衣装の着用
体験は楽しく意義ある時間でした。

令和４年度  ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）事業報告
◆ サイエンスツアーⅠ・Ⅱ
　　８月21日㈰～23日㈫２泊３日
　　　　茨城県　研究・学園都市つくば市周辺　
　　　　共通訪問先：ＫＥＫ 筑波実験植物園 ＪＡＸＡ の他。

　一昨年、昨年度と実施出来なかったＳＳＨ事業を２つ紹介させていただきます。

◆ 日韓研究交流会Ⅱ
　月日が経つのは早いです。私
は３年前、卒業生が入学すると
同時に着任しました。彼らが１
年の時、全員の授業を担当しま
した。そういう意味では今年度
の卒業生の成長ぶりには感慨深
いものがあります。１年生の時、
コロナ禍のもと行事が縮小さ
れる中、スキー旅行はありまし
た。私も副任で同行し、久しぶ
りにスキーを堪能しました。ナ
イターも綺麗で気持ちが良かっ
たです。一番印象に残っている
のは、宿舎での夜のリクリエー
ション。機転を利かし、手品を
して皆を喜ばせてくれる生徒が
いました。これが一番の彼らと
の思い出です。私も在学中、一
番の思い出はスキー旅行でのリ
クリエーションでした。高校時
代の思い出を胸に、今後もたく
ましく成長することを願うばか
りです。 （文責・布施）

編 集 後 記 

【野球部】
○�第147回北信越高校野球新
潟県大会
　２回戦８－１高田商・新井・海洋
　３回戦２－３関根学園

【バスケットボール部】
◆男子
○�第67回北陸バスケットボー
ル選手権大会
　１回戦121－45佐渡相川
　２回戦54－69東京学館新潟
○�第75回全国高校バスケット
ボール選手権大会新潟県
予選会
　４回戦67－74東京学館新潟
○�秋季地区大会　３位
　２回戦117－50糸魚川白嶺
　３回戦104－77佐渡総合
　決勝リーグ
　　①49－95関根学園
　　②55－98佐渡
　　③75－70上越総合技術
〇�第51回ＢＳＮ杯新潟県高等
学校バスケットボール大会
　ベスト16
　２回戦61－48三条商業
　３回戦78－48糸魚川
　４回戦50－53十日町
◆女子
○�第67回北陸バスケットボー
ル選手権大会
　１回戦47－88万代
○�第75回全国高校バスケットボー
ル選手権大会新潟県予選会
　１回戦42－53巻総合
○�秋季地区大会
　１回戦85－58高田商業
　２回戦44－117関根学園
〇�第51回ＢＳＮ杯新潟県高等
学校バスケットボール大会
　１回戦50－70三条商業

【バレーボール部】
◆男子
○�選手権県予選会一次ラウンド
　代表決定戦２－０糸魚川
○�選手権県予選会二次ラウンド
　１回戦０－２新津
○�秋季地区大会　３位
　１回戦２－０新井
　準決勝０－２上越総合技術
◆女子
○�選手権県予選会一次ラウンド
　第１試合２－０新井
　第２試合２－０直江津中等
○�選手権県予選会二次ラウンド
　１回戦０－２長岡商業
○�秋季地区大会　３位
　２回戦２－０�高田農業高田

商業合同

　準決勝０－２関根学園
　シード権戦２－０高田北城

【サッカー部】
○�第101回全国高校サッカー
選手権大会新潟県大会
　３回戦０－４新発田
○�秋季上越地区大会４位
　１回戦８－１津南中等
　２回戦３－１直江津中等
　準決勝０－７上越
　３位決定戦０－３高田

【ハンドボール部】
◆男子
○�新潟県高等学校秋季ハンド
ボール大会

　１回戦11－28新潟明訓
◆女子
○�全国高等学校総合体育大会
　１回戦９－37埼玉栄
○�新潟県高等学校秋季ハンド
ボール大会

　準決勝11－13巻
【陸上競技部】
○�北信越高校総体
　男子走高跳　優勝
　　吉田　亜夢路
　男子三段跳　５位
　　海津　義暉
� 以上インターハイ出場
○�県高校１年生大会
　男子三段跳　２位
　　罍　　高遙
　男子400ｍ　５位
　　渡邉　真路
○�秋季上越中越地区大会
　男子棒高跳　１位
　　押見　陽太
　男子棒高跳　３位
　　菅野　心希
　男子三段跳　罍　　高遙
　男子八種競技　４位
　　山﨑　息吹
　男子三段跳　７位
　　押見　陽太
　男子200ｍ　７位
　　桑原　一平
　男子1600ｍリレー　７位
　　渡邉真路・石田　駿・
　　小林泰輔・茂田井成海
○�県高校選抜大会　７位
　　罍　　高遙

【水泳競技部】
◆男子
○�第43回北信越国民体育大会
　少年男子　水球競技　出場
　　小川　航平
○�第77回国民体育大会水泳
競技大会
　少年男子　水球競技　出場
　　小川　航平
◆女子
○�第55回北信越高等学校選
手権水泳競技大会
　女子100ｍバタフライ　４位
　　須貝　心美
　女子200ｍバタフライ　３位
　　須貝　心美
○�第90回日本高等学校選手
権水泳競技大会
　女子100ｍバタフライ　出場
　　須貝　心美
　女子200ｍバタフライ　出場
　　須貝　心美

【ソフトテニス部】
◆男子
　秋季上越地区大会　出場
◆女子
○�秋季上越地区大会

　ダブルス　優勝
　　三井田奈那・佐藤凜音
　ベスト８
　　吉原希乃花・近藤綾花
　シングルス　優勝
　　三井田奈那
　ベスト８
　　力間日菜・近藤綾花
○�県新人選抜大会
　ダブルスベスト16
　　三井田奈那・佐藤凜音
　シングルスベスト16
　　三井田奈那
○�県選抜ソフトテニス大会
　団体４位
○�県選抜インドア大会
　個人ベスト８
　　三井田奈那・佐藤凜音
○�北信越高等学校ソフトテニ
ス選抜インドア大会出場
　　三井田奈那・佐藤凜音

【バドミントン部】
◆男子
〇新潟県１・２年生大会
　シングルス　３位
　　小林大晟
〇秋季上越地区大会
　学校対抗戦（２位）
　１回戦�柏崎３－１新井
　２回戦�柏崎３－１糸魚川
　準決勝�柏崎０－３�上越総合
　　　　　　　　　技術
　順位決定戦
　　柏崎３－１直江津中等
　順位決定戦
　　柏崎３－１高田北城
� （県選抜大会出場）
　個人戦ダブルス　３位
　　和久井遥斗・小林大晟
� 　（県選抜大会出場）
　個人戦シングルス　１位
　　小林大晟
� 　（県選抜大会出場）
　１年生シングルス　３位
　　小林侑李
〇新潟県選抜大会
　学校対抗戦（ベスト８）
　１回戦３－１日本文理
　準々決勝０－３開志国際
　個人戦ダブルス
　　和久井遥斗・小林大晟
　　１回戦敗退
　個人戦シングルス
　　小林大晟　１回戦敗退
◆女子
〇秋季上越地区大会
　学校対抗戦（１位）
　２回戦　柏崎３－０高田商業
　準決勝　柏崎３－０高田
　決勝　柏崎３－０直江津中等
� （県選抜大会出場）
　個人戦ダブルス　１位
　　長谷川茉穂・嶋岡芽生
　２位　田村穂香・末武柑菜
� 　　（県選抜大会出場）
　個人戦シングルス
　１位　長谷川茉穂
　３位　嶋岡芽生
　３位　末武柑菜
� （県選抜大会出場）
　１年生シングルス
　１位　小林朋叶
　２位　佐藤美月
　３位　亀井優来
　３位　中澤由美
〇新潟県選抜大会
　学校対抗戦　３位
　１回戦３－１巻

　準々決勝３－２帝京長岡
　準決勝０－３開志国際
　順位決定戦１－３佐渡
　個人戦ダブルス
　　長谷川茉穂・嶋岡芽生
　準々決勝進出
　　　（ベスト８）
　　田村穂香・末武柑菜
　　　１回戦敗退
　個人戦シングルス
　　長谷川茉穂　２回戦敗退
　　嶋岡芽生　２回戦進出
　　末武柑菜　１回戦敗退

【テニス部】
◆男子
○�県総体
　団体戦　男子
　柏崎－帝京長岡３－０
　柏崎－明訓０－２
○�上越地区高等学校新進テ
ニス大会
　男子Ｄ
　ベスト８
　　五十嵐隼・石田大和/
　　阿部大雅・押見羽空
　ベスト16
　　濱嘉一・山田倖太
　男子Ｓ
　ベスト16
　　石田大和・阿部大雅・
　　濱嘉一・山田倖太
　ベスト８　五十嵐隼
○�全国選抜高校テニス大会地
区予選

　男子２位
○�全国選抜高校テニス大会県
大会　出場

○�上越地区秋季地区大会
　男子Ｓ
　ベスト８　石田大和
　ベスト16
　　山田晃生・阿部大雅・
　　濱嘉一・山田倖太
　男子Ｄ
　３位　阿部大雅/浅利喬介
　ベスト８
　　石田大和/山田晃生・
　　濱嘉一/山田倖太
　県選手権　出場
◆女子
○�団体戦　女子
　柏崎－新潟０－３
　個人戦
　女子Ｓ　ベスト32
　坂井愛季
○�上越地区高等学校新進テニ
ス大会
　女子Ｄ　３位
　　吉原愛菜・髙野瑚々
　ベスト８
　　阿部夏歩・羽田流椛
　女子Ｓ
　ベスト８　吉原愛菜
　ベスト16　髙野瑚々
　ベスト32
　　阿部夏歩・羽田流椛
○�全国選抜高校テニス大会地
区予選　８位

○�全国選抜高校テニス大会県
大会　出場

○�上越地区秋季地区大会
　女子Ｓ　ベスト８
　　吉原愛菜
　　髙野瑚々・阿部夏歩
　女子Ｄ　３位
　　髙野瑚々/吉原愛菜
　ベスト８
　　阿部夏歩/羽田流椛

○�県選手権　出場
【弓道部】
◆女子
○�第55回彌彦神社奉納新潟
県高等学校弓道大会団体
女子の部
　柏崎Ａ
　　（中山由菜・菅原理桜・
　　�北村心）２中
　柏崎Ｂ
　　（松﨑萌花・髙橋愛希・
　　�坂井ひらり）２中
　個人女子の部
　　中山由菜　１中
　　菅原理桜　１中
　　松﨑萌花　１中
　　髙橋愛希　１中
○�秋季上・中越地区弓道大会
　団体女子の部　４位
　柏崎Ａ
　　（菅原理桜・中山由菜・
　　�松﨑萌花）７中
　柏崎Ｂ
　　（高橋初嘉・北村心・
　　�高橋愛希）４中
　個人女子の部
　　４位　中山由菜　４中
　　　（２回戦四射皆中）
　松﨑萌花　　３中
　高橋初嘉　　２中
　北村心　　　１中
　高橋愛希　　１中
　坂井ひらり　１中

【卓球部】
○�秋季上越地区卓球大会
◆男子
　学校対抗戦　７位
　シングルス
　ベスト20　嶋岡大晃
　ベスト24　渋谷知輝
� （県選抜大会出場）
◆女子
　シングルス
　ベスト12　石橋紗和
　ベスト26　大谷梨夏
� （県選抜大会出場）

【山岳部】
○�６/11（土）守門岳登山
○�８/12（金）
　　�栗ケ岳キャンプ場にて
キャンプ実習

【生物部】
○�マリンチャレンジプログ
ラム2022
　関東大会出場
　小野湊士・下條心
○�海の宝アカデミックコン
テスト2022
　＜マリン・カルチャー部門＞
　関東・中部ブロック優秀賞
　頂上コンテスト（全国大会）
　おとひめ賞（優秀賞）
　　�倉賀野由郁・髙橋千紘・
山口晄生・松井裕生・　
佐藤迅真

　＜マリン・サイエンス部門＞
　関東・中部ブロック奨励賞
　　�山口晄生・倉賀野由郁・
松井裕生・髙橋千紘・　
佐藤迅真

○�第17回「科学の芽」賞
　高校生の部　努力賞
　　�佐藤迅真・松井裕生・　
山口晄生・倉賀野由郁・
髙橋千紘

○�第５回グローバルサイエン
ティストアワード“夢の翼”
　高校生の部　奨励賞

　　�髙橋千紘・松井裕生・　
佐藤迅真・山口晄生・　
倉賀野由郁

○�第14回新潟県高等学校自
然科学系クラブ活動報告・
研究発表会
　＜�研究発表ポスター発表
部門＞�出場

　　小野湊士・下條心
　　�松井裕生・髙橋千紘・　
佐藤迅真・山口晄生・　
倉賀野由郁

　＜�口頭発表活動報告部門＞
出場

　　�倉賀野由郁・山口晄生・
髙橋千紘・佐藤迅真・　
松井裕生

【演劇部】
○�新潟県高等学校演劇発表
会　地区大会Ｂ
　優良賞
　�「見上げてごらん夜の☆を」
伊藤靖之・作　演劇部潤色
○�新潟県高等学校創作演劇
発表会　最優秀賞　１/31
　�「ニュードン＿君がくらす町」
関まどか・作
○�第28回柏崎演劇フェスティ
バル　２/23
　「ざつもくりん」
　岩井太陽・作　演劇部潤色

【英語部】
○�全国高校教育模擬国連大
会（ＡＪＥＭＵＮ）参加
　宮﨑僚　松崎結衣

【吹奏楽部】
○�第63回新潟県吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂの部　銅賞
○�第46回新潟県アンサンブ
ルコンテスト高等学校の部
　木管４重奏　銀賞
　管楽打楽器８重奏　銀賞

【美術・工芸部】
　第43回柏崎地区高等学校
　�美術・工芸、書道展「α展」
出品
　１年　�福澤千明・平野実結・
　　　　前澤美由紀・山後七海
　２年　南波日和里・原�健輔

【書道部】
○�全国高校総合文化祭（とう
きょう総文2022）
　書道部門出品
　竹越梨乃　山本麻稀
　★奨励賞　山本麻稀
○�柏崎市美術展覧会
　★奨励賞　山本麻稀
　入選
　　�小池真歩・長井菜穂・
　　水澤佑理・横田詩栞・
　　大橋咲里・大宮莉歩
○�新潟県高校総合文化祭書
道展（Ｗｅｂ展）
　　小池真歩・長井菜穂
　　水澤佑理・横田詩栞
　★�全国総文祭（かごしま総
文2023）に新潟県代表
として、小池真歩が選出

○�第50回県芸術美術展（芸
展）書道部門
　★奨励賞　山本麻稀
○�第43回柏崎地区高等学校
「α展」出品
　　�小池真歩・長井菜穂・
　　水澤佑理・横田詩栞・
　　大橋咲里・大宮莉歩

■全国高校総体出場
　女子ハンドボール部
　陸上競技部
■北信越大会出場
　女子ソフトテニス部
　男女水泳競技部
■全国高校総合文化祭
　書道部

各部活動の足跡


